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廃棄物処理先進事例調査

第37回 新明和工業株式会社 宝塚分工場

　令和５年２月８日（水）14：00より本会収集運搬部会の先進事例調査として兵庫県宝塚
市にある新明和工業株式会社宝塚分工場を訪問し、同社特装車事業部佐野工場（栃木県佐野
市）で設計・開発された「テレスコ式リヤダンプトラック（大型ダンプ用自重計機能付き積載
量計を含む。）」について説明を受け、また実地運転の模様を見学してきました。

■ 概　要
商　　　号：新明和工業株式会社
設　　　立：1949年11月5日
代　表　者：取締役社長　五十川　龍之
本　　　社：兵庫県宝塚市新明和町1番1号
資　本　金：159億8,196万7,991円（2022年3月末現在）
従　業　員：連結5,934名　単体3,017名（2022年9月末現在）
事　　　業：①特装車事業
　　　　　　②パーキングシステム事業
　　　　　　③産機・環境システム事業
　　　　　　④流体事業
　　　　　　⑤航空機事業
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■ テレスコ式リヤダンプトラック
　多種多様な産業廃棄物の適正処理において、現場の最前線に欠かせないのが「収集運搬」というプロセ
スである。その過程で、現在、業界に強く求められているのは、ドライバー不足等を背景とした運搬効率
の向上にある。
　同社が設計・開発したテレスコ式リヤダンプトラックは、全段メッキ付き（ロッドの錆を防止するため
の措置）のテレスコピックシリンダが採用されたダンプ機構と耐摩耗鋼板を用い、荷落ち・強度・デザイ
ン性をベストマッチさせたハーフパイプの最適形状ボデー（特許第7021865号）の採用により、これ
までの技術で高水準の軽量化が図られてきたものに、さらなる架装物の軽量化（約600キログラム）を
実現させ、従来のリンク式ダンプ機構では確保が困難とされる11.2トン（荷台容積約7.3立方メート
ル）まで最大積載量を増やし、運搬効率の向上に資する土砂等の一層の大量輸送を可能にしている。

４段伸縮テレスコピックシリンダ新明和KC126-4によるダンプアップの様子（ダンプ角度約50度）

天蓋展開時の低床化ボデー 天蓋閉鎖時の様子と運転席に設置されたコントローラ

その他の特徴を次に示す。

①ボデー構造の最適化による低床化
　�　ハーフパイプ形状ボデーの採用により、架装物の軽量化だけでなく、低床化（従来比200ミリメー
トル）も実現させ、走行中の高い安定性が確保されている。

②飛散防止用天蓋開閉装置「ブルーウイング」
　�　高い耐久性と性能を発揮する。またコントローラはコンパクトに設計されており、各シャシメーカー
のダッシュボード（DINサイズ）への設置が可能となっている。
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安全棒（単車用） 積載量計（外部表示器）ダンプレバーロック

課長代理の西村様・佐野工場設計部開発グループの松野様より垣中部会長ほか部会員に向けた説明

③安心・安全の充実した装備
　　安全棒やダンプレバーロックを標準装備し、積載量計※はオプションで装備できる。

　※積載量計（積載量の見える化）
　�　運転室の内部と外部に表示器を設置することにより、トラックのドライバーと作業機械のオペレー
ターの双方でリアルタイムに積載量を確認することができ、運搬効率の向上が図られている。

　�　外部表示器は、文字高100ミリメートルの緑色LEDが採用されており、昼でも夜でも良好な視認性
で積載量が表示される。アスファルトの剥離作業現場や台貫のない現場等で荷台を若干ダンプアップし
計量姿勢を確保してから積込みを始めることで、ホイストシリンダに掛かる圧力が高精度に検知され、
積載量に換算（誤差±5％以内）表示される仕組みである。ただし、自重計の技術基準に適合させるため、
1年ごとに計量法上の修理事業者等の行う点検等を受ける必要がある。なお、積載量のほか、ダンプ角
度や横転注意（注）等多彩な表示が可能となっている。
� （注）一般的に、不整地・軟弱な地盤・傾斜地でダンプアップすると、横転のリスクが高まります。

■ まとめ
　ドライバーや現場作業員等を中心とする人手不足が叫ばれる中、働き方改革による「2024年問題」等
も相まって、今後、適正かつ安定的に産業廃棄物の収集運搬を行っていくことは困難になってきます。多
様性ある柔軟な雇用により、この課題を克服していくことは勿論必要ですが、一方で広範多岐にわたる果
敢な技術開発により運搬効率の向上に努めていくこともまた、極めて重要です。新明和工業株式会社特装
車事業部佐野工場で設計・開発された「テレスコ式リヤダンプトラック」は、こうした取組みの一例と言
えます。「約600キログラム程度の軽量化で運搬効率の向上とは言い過ぎではないか？」と感じられるか
もしれませんが、その運搬が社会全体で何回も何台分も行われることによる累計は、決して持続可能な社
会の形成において無視・軽視することのできないものとなる点を強く意識しておかなければならないよう
に思いました。
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　最後に、訪問にあたり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠実にご対応、ご説明くださった特装車事業
部営業本部関西支店長兼特販グループ長の市村利文様、課長代理の西村拓也様、ディーラーグループの西
出裕様、西藤優希様、そして佐野工場からお出ましいただいた設計部開発グループの松野剣心様に心から
お礼申し上げます。
� （文責　　龍野　浩一）

テレスコ式リヤダンプトラックをバックに全員で記念撮影

今回見学したタイプの主要諸元


